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東京理科大学は、前身の東京物理講習所が

明治 14年に 21名の青年理学士によって創立

され、建学の精神である「理学の普及は、国

運の基」を柱に発展してきました。同窓会は

明治 22 年に創立され、昭和 24 年に「理窓会」

と改称し、卒業生達は、まさに我が国の理学

の普及に貢献して参りました。その関連団体

の中で理窓教育会は小、中、高校の現場の教

員として活躍している方々やＯＢ，ＯＧの

方々の集まりで、会員の能力の向上や大学発

展のための協力などを目的としています。具

体的にはこの「理窓教育会報」の発行や各教

員の研修会、平成 21 年度より実施している

坊っちゃん科学賞研究論文コンテスト（高校

生部門）の側面的支援などです。

理窓会は平成 18 年に創立 125 周年記念事

業を実施しました。平成 23 年には新しい大

学会館が完成し「PORTA 神楽坂」と名付けら

れその６F、７F に理窓会の施設が入りました。

理窓会の事務室や会議室、そして交流の場で

ある理窓会倶楽部があります。同窓の皆さん

にはお気軽に更なるご活用をお願いします。

機関誌「理窓」、情報紙『理科大 today』、ホ

ームページなどを是非ご覧下さい。

さて、理窓教育会の使命ですが、特に今日

では建学の精神を踏まえて、大学を側面的に

支援することだと考えます。現在本学の卒業

生や関係者が理窓教育会を担っていますが、

昨今の状況で教育に携わる団塊の世代が定

年を迎え大量に新規採用教員が採用されて

います。多くの次の若者を育てる継続の問題

が生まれています。幸いにして大学や教職課

程指導室の努力で実績を上げていますが、全

国に名を届かせた先輩方の後をしっかりと

継ぐ教師を育てなければなりません。

このためには、まず支部の活動や組織が重

要となります。理窓会の支部活動はしっかり

行われていますが、それに頼り切って、理窓

教育会の活動は曖昧になっている部分があ

ると聞きます。この際、理窓会とともに理窓

教育会の支部活動を充実させて欲しいと思

います。そのためには、まず学校現場で、同

窓の人をしかりと把握し、名簿等を支部でし

っかり作成し管理することが重要かと思い

ます。理窓教育会報 37 号でもお願いしまし

たが完成度の高い名簿を作成して頂きたい

と考えます。支部では懇親会や様々な行事を

企画していると思いますが、組織の基礎とな

るのは名簿であります。

また、理窓会の主催で平成 21 年度より実

施している「坊っちゃん科学賞研究論文コン

テスト高校部門」は本年で第３回を迎えます。

私自身、国立科学博物館野依科学奨励賞等の

審査の経験を生かして支援や運営を考えて

おります。本年は平成 23 年 10 月 30 日のホ

ームカミング DAY に開催します。生徒の励み

になるばかりでなく、指導教員同士の交流や

授業改善へのアイデアなど多くの波及効果

が期待されます。是非応募を勧めて下さい。

最後に理窓教育会が皆様方のお力添えで

益々充実、発展することを願っております。

（私立文華女子中学・高等学校長）

事務局 大学会館 PORTA 神楽坂 7 階
東京理科大学理窓教育会

第３８号
平成 23 年 10 月 1 日

巻頭言『理窓教育会発展のため、支部活動の活性化を』
東京理科大学理窓教育会会長 富岡 康夫
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東京理科大学理窓教育会 平成２３年度 総会

第 1 号議案 平成 22 年度 会務報告

１ 東京理科大学理窓教育会総会
平成 22 年度は、｢書面総会」の形式で実施した。各支部長に下記の事項の議案を送付

し、意見等をアンケートの形で回答してもらった。それを本部で集計し、会報第 36 号に
詳細を掲載して、書面で承認をしてもらった。
① 平成 21 年度の会務報告及び会計報告。
② 平成 22 年度の活動計画及び予算案。

2.組織の充実、強化に関して
① 各支部の活動状況

5月 23 日 東京支部総会 7 月 10 日 神奈川支部総会
6月 19 日 宮崎支部総会 8 月 22 日 千葉支部総会
9月 4 日 北海道支部総会 9 月 25 日 山梨支部総会

10 月 23 日 秋田支部総会 12 月 4 日 埼玉支部総会
1月 22 日 静岡支部総会

② 会報発行
第 36 号平成 22 年 10 月 1 日発行
第 37 号平成 23 年 4 月 1 日発行

③ 副会長･支部長に会の活動状況、理窓教育会規約、副会長･支部長名簿等を送付し組織
の活性化を図った。（10月）

1. 大学との連携事業
① 大学「入学前学習支援」事業への協力

「入学前学習支援委員会」の計画に基づき、理窓教育会会員の添削委員が添削作業に
取り組んだ。

2. その他の活動（東京支部主催）

① 管理職選考合格者・退職者等激励会 (3 月 5 日)
年度当初、各支部長にお願いして管理職の調査を行っている。この調査に基づき、東
京都の 23 年度昇任予定者、23 年度選考合格者、22 年度末退職者を紹介し激励した。

② 新規採用教員予定者激励会 (3月5日)
本学を卒業し全国の公私立学校に新規採用の予定者を招いて激励した。

③ 編集委員会
平成 22 年 7 月 第 36 号の発行について
平成 23 年 2 月 第 37 号の発行について

④ 指導委員会
大学の講座 （生徒指導演習 授業構成法演習 教育実習事前指導）への講師を推薦
した。
生涯学習センターが実施する教員採用試験対策講座［3 年生対象(秋) 合宿(3 月) 4
年生対象（春）］へ講師を紹介した。講義内容検討会(7 月)を行った。
就職課が実施する教職ガイダンス［4 年生対象(4 月) 3 年生対象(11 月)］及び面接指
導(2 次試験対策)への講師を紹介した。

⑤ 研修委員会
東京都管理職選考第一次選考合格者への面接指導を実施した。

以上
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第３号議案 平成 23 年度 活動計画案

1. 東京理科大学理窓教育会総会

平成 23 年理窓教育会総会は、「書面総会」方式とする。昨年度と同様に各支部長に

議案を送付し、意見等をアンケートの形で回答してもらう。それを本部で集計し、会

報第 38 号に詳細を掲載して、書面で承認をしてもらうこととする。

2. 各支部総会

各支部で実施する。実施状況を、会報第 39 号に掲載する。

3. 地区別支部長会

地区別支部長会を実施する。開催を希望する地区の副会長は開催日、開催地等を本

部に申し出る。

4. 会報発行

第 38 号、第 39 号を発行する。

5. 財政の健全化に向けて

財政の健全化を期して会費納入者の増加を図る。

会報発送宛先ラベルの右下部に会費納入最終年度の数字を記載し、会員の納入年度

の確認に利用しできるようにした。各支部では、本部への年会費（1 名あたり 1000

円）の納入の呼びかけを一層進める。

6. 会員の拡大

同窓の教員に会報を送付し、会の活動を紹介し、会員の拡大を図る。

7. 大学との協力促進

① 教員希望学生への指導、採用試験等の情報提供については従来通り実施し、多

くの後輩が教職に就けるよう協力する。

就職課ガイダンス、面接指導への講師派遣、生涯学習センター講座への講師派遣

等の協力をする。

② 東京理科大学維持拡充資金（第二期）事業への協力。

ア. 趣旨に賛同し、その募金活動を継続推進する。

③ 大学の学生募集の協力。

ア．学生募集広報に協力する。

イ．第二部推薦入学の広報に協力をする。

④ 近代科学資料館特別行事への講師派遣。

⑤ ホームカミングデー運営への協力

⑥ 坊ちゃん科学賞の審査・発表会への協力

8. 教育管理職受験者支援(東京支部主催)

ア.管理職受験希望者への研修の、新しいあり方の検討をする。

イ.管理職に昇任された方々への祝意を表す会を開催する。

9. 新規採用教員予定者激励会(東京支部主催)

全国の公立、私立学校教員採用試験に合格した学生を招待し、激励会を開催する。

以上
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総会 総括

平成 23 年度理窓教育会総会は、昨年度と同

様「書面総会」の方式をとらせていただきま

した。従いまして、議案に対するアンケート

形式を採り、全国支部長の皆様の意向を集約

させていただきました。

◎ 集約の結果

回答のあった支部数 19（昨年度 14）
1 号議案 賛成 19 反対 0 白票 0
2 号議案 賛成 19  反対 0 白票 0
3 号議案 賛成 19 反対 0 白票 0
4 号議案 賛成 18 反対 0 白票 2

① 議案に反対する意見は 0 です。なお、白

票は 4 号議案が見つからなかったためと

思われる(3 号議案と同じ用紙に記載され

ているため)。
② 各議案に対する意見を原文のまま参考資

料として、掲載してあります。

③ 以上、賛成、反対、白票および参考意見

を吟味しまして、各議案のすべてをご承認い

ただいたことにさせていただきます。

以上、平成 23 年度総会は、各支部長等皆様

のご協力により、無事終了させていただくこ

とができました。皆様方のご理解とご協力に

厚くお礼申しあげます。

参考資料 書面総会アンケートの集約

ご意見等のあった支部数 5
○岩手支部：1 号～4 号議案 賛成

3 号 理窓会の目標の一つ「生涯支援」によ

り、被災者の支援についてご配慮ください。

岩手県では、被災者のお見舞い、被災高等学

校への支援を考慮中です。

○茨城支部：1 号～3 号議案 賛成、4 号議案

は見つからない。

1 号 3、その他の活動で、同一行事を二重に

紹介しているのが、多少わかりにくくなって

いるように思えます。

2 号 「地区別支部長会費会計」支出で H22
は決算 0 円が気になりました。また繰越金 93
万円も気になりました。

3 号 大学、教育会の行事、運営にもっと協

力し、ボランティア活動を広げましょう、と

いう主旨はよくわかります。

4 号 理窓教育会員のメリット、デメリット、

魅力 etc をどのように考えたらいいのか悩ん

でいます。新規会員に対しても、本部会費納

入に関しても、積極的に勧める拠り所みたい

なものに乏しいように思います。

○富山支部：1 号～4 号議案 賛成

1 号 理科大の教授・准教授等を高校等への

講演等に安価な謝礼で派遣できないか。特に、

校長が理科大卒者の学校に、生徒への宣伝、

大学教授への親近感、学問への情熱をもつ機

会となり得る。

※いただいたご意見は10月7日の定例理事会

で検討をする予定です。

理窓会東京支部総会報告
東京支部長(45B) 松原秀成

今年度も東京支部総会後の、報告会・講演

会・懇親会を教育会東京支部と共催し開催し

た。

① 日時 平成 23 年 5 月 22 日(日)13:00～
② 場所 東京理科大学１号館記念講堂及び

大会議室

③ 参加者 ６５名

④ 総 会

招待者：渡辺恒夫常務理事、山田義幸理窓

会会長、森野義男維持会会長、豊泉こうよ

う会東京支部長、近県支部長３名

副支部長島崎益男氏の司会で、議題など無

事終了した。

⑤ 報告会

大学の現状、理窓会の活動報告、維持拡充

第 2 期募金の説明

⑥ 講演会

講師 元 HOYA 株式会社開発部フェロー

木谷 明 先生

演題「累進レンズの開発にあたっての苦心」

木谷氏は本学 44Ｂ卒業と同時に眼鏡レン

ズ業界大手の HOYA レンズに入社される。

レンズ設計及び技術開発に携わり 1987 年
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HOYA 初の累進レンズ V3 を開発された。そ

の功績が認められ 2005 年仏国・パリ開催の

世界的な賞「シルモ 2005」レンズ部門グラン

プリを受賞された。

⑦ 懇親会

渡辺恒夫常務理事、藤嶋昭学長、豊泉こう

よう会東京支部長の祝辞をいただき、関根功

相談役の乾杯発声で懇親に入った。有意義で

楽しい懇親の会となった。最後に富岡康夫理

窓教育会東京支部長の中締めで終了した。

理窓会代議員総会報告

(41S) 坂本 功

理窓会代議員総会が 6 月 19 日(日)13 時よ

り、神楽坂校舎 1 号館 17F の記念講堂で開か

れました。

なお午前中は理窓会支部長会が同場所で開

かれ、全国から集まった、理窓会支部長が活

発な支部活動の報告を行いました。

山田義幸会長の挨拶、及び所信表明では、

理窓会の歴史を 3 つの節目に分けて紹介し、

現時点での理窓会のさまざまなデータを示

し、理窓会の姿を推測させました。そしてそ

の数値をさらに上げるための、地道な活動を

提案いたしました。

議事は、山田会長が議長を務め、平成 22
年度理窓会会務報告、同収支決算並びに監査

報告、平成 23 年度理窓会事業計画・行事日程、

同理窓会予算、役員定年延長および欠員補充

について、などの議事について活発な審議が

行われすべてが承認されました。

続いて、ホームカミングデーについて、坊

ちゃん科学賞について、維持拡充資金につい

て、の報告がなされました。

その後、懇親会が 4 月に完成した、PORTA
神楽坂の理窓倶楽部で行なわれました。「こ

うよう会」からの参加も得て、和気藹々と懇

親を深めました。

東京都立科学技術高等学校

教諭 坂本 江未（平 23理・数）

「おはようございます。」緊張しながらの

初出勤だった 4 月 1 日、緊張がほぐれたのは

生徒からの元気のよいあいさつでした。

私が高校２年生の夏、部活動で先輩が引退

したとき、顧問の先生の偉大さを知り、どう

しても恩返しがしたいと思い、高校の教師に

なろうと決意をしました。高校の教員になり

たいと進路を変更してからがむしゃらに勉強

して今、夢への第一歩に立てたと思っていま

す。授業では高校 2 年生を中心に教えており、

同じ進路に悩む時期なのだなと感じながら、

生徒の勉強や生活に関する悩みをサポートで

きるように、日々勉強しています。

現場にいて思うことは、「良い授業」とか

「信頼ある先生」について常に考えて行動し

ていかなければならないということです。思

った以上に自分の責任は重く、はじめての授

業で教壇に立ったとき、教育実習や模擬授業

と違って私一人対生徒という状況でした。当

たり前のことですが、あぁ本当に自分が教員

として認められて、一人の教員として動いて

いかなければならないのだなと痛感した日で

した。

生徒は十人十色でいろいろな反応を示して

くれます。びっくりすることを言ってきたり、

困らせたり、悩んでしまう反応もいっぱいあ

ります。それで悩んで、落ち込んでも、やっ

ぱり元気をくれるのは生徒なのだと実感して

います。

そして、現在は素晴らしい同僚にも恵まれ、

悩みを話したり、討論したり、充実した日々

を送っています。今後辛いことや、困難なこ

とだらけかもしれませんが、生徒の笑顔が何

よりもの力になるのだろうなとしみじみと思

います。そして、支援室の先生方をはじめ、

指導に当たってくださった先生方、一緒に教

員を目指して頑張った友人がいたからこそ、

夢がかなったと確信しています。

生徒の笑顔を見ると、教師になってよかっ

たと思います。生徒の笑顔が一人でも多く見

られるように、日々努力していきたいです。

新任教員の抱負
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埼玉県立芸術総合高等学校

教諭 木戸 俊吾（平 21理・数）

私は大学卒業後、埼玉県の教員として現在

の埼玉県立芸術総合高校に勤務することがで

きました。教員になって 3 年目になります。

現在の勤務校は、美術科・音楽科・映像芸

術科・舞台芸術科の 4 科からなる、芸術を学

ぶ生徒が通う学校です。普通科はなく、また、

3 年間クラス替えがない、かなり特殊な学校

だと思います。

私は、数学と情報の授業を担当しています。

特に情報は、学校に情報の授業を担当する教

員が自分しかおらず、数学での採用ながら 1
年目から「情報科主任」という立場を任され

ました。免許状はもっていたものの、自分が

習ったことのない情報という授業をどのよう

に展開すればよいのかさっぱりわからず、他

校の先生や初任者の仲間に聞きながら準備を

していたのを今でも思い出します。現在は授

業にも慣れ、前々からやってみたいと思って

いた授業を実際に行う余裕もできてきまし

た。その中で、昨年はあるご縁から埼玉県の

調査研究に参加させていただいたり、今年は

情報科の初任者研修に講師として呼んでいた

だいたりと、がむしゃらに努力していたのが

良い方向にむかっているように感じられ、う

れしい限りです。

また、昨年から映像芸術科の担任をさせて

いただいています。今年は昨年のクラスを担

任としてそのまま持ち上がることができまし

た。自分のクラスを持つことで、仕事の量は

一気に増えたように感じます。それこそ朝か

ら晩まで、生徒が学校にいる時間はほとんど

一緒にいます。その時間は楽しくもあり、つ

らくもあります。特に学級経営で困難にぶつ

かることが何度もあり、その度に周りの先輩

教員に助けていただきました。まだまだすべ

てを 1 人で、というわけにはいきませんが、

生徒とともに自分も担任として成長できるよ

う、先輩方から学んでいきたいと考えていま

す。

「教師になりたい」そう考えたのがちょう

ど 10 年前。あのころ描いていた教師像に、少

しでも近づけるよう、日々努力していきたい

と思います。

神奈川県立麻生高等学校

教諭 加藤 祐樹（平 23理・専数）

大学の友人や指導室の先生方のお力添えの

おかげで、私は今、神奈川県立麻生高等学校

で教諭として勤務しています。

麻生は語学や芸術に特に力を入れている学

校で、学校の中には生徒の作った作品が展示

されています。作品は絵であったり陶器であ

ったり様々です。また、チアリーディング部

の活動も非常に盛んで、全国大会やアジア大

会にも出場しています。 この麻生で、私は

教員としての人生をスタートさせていただく

ことになりました。

授業は数学Ⅰを１クラスと数学Bを２クラ

ス、そして数学Cを１クラス担当しています。

数学Ⅰは 40 人のクラスが 20 人ずつに分かれ

て行われます。そのため、生徒一人ひとりの

達成度を把握しやすく、授業も効率よく進め

ることができます。数学が得意な生徒は少な

いですが、真面目な生徒が多く、こちらが一

生懸命教えればそれに応えてくれます。まだ

まだ授業は未熟ですが、生徒とともに成長し

ていきたいです。

部活動は卓球部の主顧問を任されていま

す。今年は残念ながら新入生が入部せず、３

年生が引退して２年生のみで活動することに

なってしまいました。そのため他校との合同

練習や練習試合、近くの中学校とも合同練習

をすることを考えています。技術指導から大

会や講習の申し込み、引率、すべて一人でや

るのは大変ですが、日曜日以外の週６日毎日

部活動に顔を出し、生徒とコミュニケーショ

ンをとっています。地区最下位のチームです

が、私が顧問でいるうちに良い成績を残せる

よう頑張って指導していきます。

まだ授業数も少なく、木曜日は初任者研修

で学校を１日空けることもあり、担当の生徒

の顔と名前がまだ一致しません。期末テスト

が終わったら午前授業になり、さらに生徒と

触れ合う時間が少なくなってしまいます。早

く生徒を覚え、よい関係を築くことができる
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よう頑張っていきます。

私立獨協中学・高等学校

教諭 鈴木 佑麻（平 23理・物）

平成 23年３月に、卒業式がないまま大学を

卒業、４月より文京区の獨協中学・高等学校

にて勤務しています。これを書いている今、

勤め始めてから約２ヶ月が経過しました。よ

うやく仕事にも慣れてきて、教壇に立つ前の、

不安な気持ちは取れてきたように感じていま

す。今は、毎回の授業を楽しく行えることが

できています。もちろん生徒が理解できてい

なければ仕方ないのですが・・・今後ともよ

り良い授業ができるよう、研鑽を積みたいと

思っています。

授業は中１、中３、高２、高３と４学年請

け負っています。中学１年生と高校３年生で

はまったく異なる反応を示します。上級生を

惹きつける難しさは頭を悩ませています。彼

らと共有する時間を持てれば・・・とは思う

のですが、実行できていないのが現状です。

今年度は担任も校務分掌もないので、（おそ

らく授業に集中しろ、との学校からのメッセ

ージ）比較的時間には余裕があり、なんとか

改善できるよう、頑張っています。

中学時代から大学時代まで、剣道部一筋で

活動して来て、学校でも剣道部の顧問に就任

することができました。部活動の指導は時間

的、体力的に厳しいときもあるのですが、そ

こでしか見られない生徒の表情があり、意外

な一面を見ることがありますので、楽しい時

間でもあります。生徒と顧問の信頼関係を築

くこと、対外試合のために、外部の関係者と

知り合いになること、試合の申し込み手続き

や保護者との関係・・・課題は山積みですが、

これも一つずつクリアしていきたいと思いま

す。

自分の希望の職業に就けたことがどれほど

幸せなことか、毎日の生活の中日々感じてい

ます。23年間私を育ててくれた両親、小・中・

高等学校と大学の先生方、楽しい時間をくれ

た友人、先輩、後輩達…すべての関わりに感

謝せずにはいられません。感謝の気持ちを胸

に、日々精進して参ります。

私立日本大学第二中学・高等学校

教諭 平野 敏詞 （平 22理・数）

「将来、この先生のようになりたい。」中

学生のときに感じたこの思いが、私の教師と

しての原点です。縁あって、昨年度は非常勤

講師として、本年度からは専任教諭として、

母校、日本大学第二中学・高等学校に勤務し

ています。

教職を志すきっかけとなった先生方と、文

字通り、机を並べられるということは非常に

有り難いことだと感じています。その一方で、

決してそのような状況に甘えることがないよ

うに自戒しています。日々、失敗と反省の連

続で、一人の教師としてどうあるべきか、悩

み、考え、実践する毎日です。

授業では、高校１年生と３年生の数学を担

当しています。数学を学ぶ意義の１つとして

「自分の考えを相手に理解してもらう練習で

ある」ということを掲げて、「相手に伝わる

解答作り」ができるように指導しています。

少しずつではありますが、解答の書き方に変

化が生じてきているように感じています。

数学が苦手な生徒も多いですが、じっくり

と向き合い、「そうか。わかった。」という

声が聞けると、私自身も頑張ろうという気持

ちになるなど、良い刺激を受けています。

部活動では、高校サッカー部の顧問をして

います。90 人の大所帯で、学年によって部活

動の取り組み方に違いがあり、チームとして

まとまることが難しい状況が続いています。

サッカーは未経験ですが、私のスポーツ経

験を踏まえ、チームとして戦うことの意義や

チームのあり方などできることから１つずつ

指導をしています。また、未経験でも一生懸

命に取り組む姿を示すことで、生徒たちに伝

えられることがあると信じて活動していま

す。

人は人とのふれあいの中で成長するもので

あると私は考えています。子ども達が成長で

きるような環境作りに励むとともに、私自身

が生徒とのつながりを深め、常に成長し続け

るよう、これからも努力していこうと考えて

います。
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私立明星中学高等学校

教諭 真島 由紀子（平 23理・数）

４月から明星中学高等学校で私の教員とし

ての生活が始まり、約３カ月が経ちました。

私はこの３カ月間、ただただ目の前のことを

こなすことで精いっぱいでした。

授業では、万全に準備をしたつもりでも発

問が生徒になかなか伝わらなかったり、数学

の得意な生徒とそうでない生徒どちらもいる

中でどのレベルで授業を進めたらよいか悩ん

だりとなかなかうまくいかないこともありま

した。そうした悩みを先輩の先生方にぶつけ

ると板書の量と内容の推敲をするといいこ

と、数学が得意な子が余った時間で取り組め

る問題プリントがあるといいことなどを教え

ていただきました。３カ月の中で積極的に発

言する生徒が少しずつ増えてきているので今

後は授業内での生徒とのやりとりを増やして

活気ある授業を生徒と作っていきたいです。

また、生徒指導では生徒を叱る場合の教師

の真剣な眼差しと態度が生徒の心に響くとい

うことを他の先生方の指導を間近で見て肌で

感じました。私も未熟ながらそのような指導

を心掛けています。

毎日忙しく大変なことも多いですが、生徒

と一緒に掃除や勉強をする時間は楽しく、生

徒の笑顔から原動力をもらうこともたくさん

あります。周りの先生方にも毎日支えられ、

私はこの３カ月教師として過ごすことができ

たことを、本当に幸せに思います。今後は与

えられたことだけでなく、積極的に自分ので

きることを探し、誰からも信頼される教師を

目指していきます。

私立茗溪学園中学校高等学校

教諭 小笹 哲夫（平 23院理・化）

私は、今年の 3 月に大学院理学研究科化学

専攻博士後期課程を修了し、４月からは茨城

県つくば市にある茗溪学園中学校高等学校の

教員として、教壇に立っています。茗溪学園

は中高一貫の共学校であり、学校の特徴とし

ては学校行事が多いこと、部活動が盛んなこ

と、帰国子女の比率が高いことなどを挙げる

ことができます。さらに、この春に文部科学

省からスーパーサイエンスハイスクール

（SSH）の指定を受けました。授業だけでは

なく校務分掌や部活動の顧問など、何もかも

が初めてで戸惑うことばかりですが、夢であ

った教師としての日々は、とても充実してい

ます。

現在私は、高校１年生の副担任を、部活動

は科学部を、教科指導は高校１年生と高校３

年生の化学を担当しています。化学の学習を

始めたばかりの高校１年生には化学の楽しさ

を知ってもらえるように、また、受験を控え

た高校３年生には受験に対応できるような高

い学力を身につけられるようにと試行錯誤し

ながら授業を行っています。いずれの学年も、

授業中に私の思いつかなかったような疑問を

ぶつけてくることがあったり、ときには、大

学生が学ぶような内容を高校生でも理解でき

るように説明しなければならない場面があり

ます。このようなときに、より深い化学の知

識・理解が必要だと痛感し、日々勉強に勤し

んでいます。

さらに、茗溪学園には親元を離れて生活す

る生徒のための学寮があり、私を含めて若手

教員の多くはこの学寮のサブマスターとして

寮に住み込みながら、寮生の日々の生活をサ

ポートしたり、寮のイベントのお手伝いをし

たりしています。ときには不便さを感じるこ

ともある寮生活ですが、寮生たちには、仲間

と一緒に過ごすことで互いに刺激しあい、よ

り深みのある人間へと成長していってもらい

たいと思います。

未だ仕事の要領がつかめず、悩みの絶えな

い日々が続いていますが、一日も早く一人前

の教員として活躍したいと思います。この先

様々な場面で先輩方のお世話になるかと存じ

ますが、今後ともご指導、ご鞭撻のほどよろ

しくお願い申し上げます。

管理職への昇格

平成 23 年度の人事異動で、多くの同窓生が

管理職に昇任されました。心からお祝い申し

上げます。
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【北海道】

石谷克彦 54理工物 常呂高長

【秋田】

小松正孝 西仙北高長

澤井康孝 矢島高長

【宮城】

横橋 健 53理工応生 玉浦中長

【茨城】

福田洋治 55理工数 猿島高長

横田和己 56理工数 教育庁高校教育課

課長補佐

鮏川光義 57理数 教育研修センター課長

【東京】

（校長）

渡部考司 55理化 板橋区立向原中

齋藤 実 59理物 練馬区立光が丘第一中

安井 実 練馬区立大泉学園中

伊藤陽一郎 55理工数 三鷹市立第七中

井ノ口賀啓 55理応化多摩市立多摩永山中

塩谷 耕 59理応数 私立京華中・高長

（副校長）

滝沢二三雄 60理数 中央区立晴海中

川島 隆 61理数 日野市立日野第一中

陸奥功一 57理応数 狛江市立狛江第三中

【山梨】

中込悟 55理工物理 笛吹市立一宮南小頭

【長野】

横川秀明 54理応数 飯田風越高長

【岡山】

小林義忠 56理数 倉敷市立東陽中頭

【鹿児島】

豊島真臣 54理工応数 県教職員課長

二川美俊 59理化 桜島中長

堀ノ内昭二 59理化 西指宿中長

以上、名簿到着の都道府県のみ掲載です。

東京は管理職選考試験合格者です。

東村山市の教育長に就任して早いもので４

年目に入りました。

これまでは、管理主事として３年間の人事

行政経験はあるものの、公立中学校の教諭、

教頭、校長と学校現場で過ごしてきましたの

で、教育長就任当時は、議会対応を含め未知

のことが多く戸惑うことばかりでした。

話はさかのぼりますが、私が３５歳で管理

職を目指すことを決めたきっかけは、当時勤

めていた中学校の校長で理科大出身の塚越康

吉先生の勧めがあったからです。塚越先生は、

当時よく私たちを校長室に呼び、教員として

の在り方や生き方などについて、色々とレク

チャーをしてくださいました。その中で特に

印象に残っているのが「道が二股に分かれて

いたら、迷わずに困難な道を選びなさい」と

言われたことです。当時はその言葉の真意が

よく分からず、望んで苦労はしたくないもの

だと思っていました。しかし、その後自分が

選んできた道を通し、言葉の意味が分かって

きたため、今ではその言葉が私の指針となっ

ています。

ある日、塚越先生から「管理職試験を受け

てみないか、まずは受けてみるだけでいいか

ら」と言われました。当時の私は、まだ若い

という気持ちもあり管理職になる気はなかっ

たのですが、断わる理由も見つからず、受け

るだけならばいいかという安易な気持ちで受

験することにしました。また、その頃の私は

教頭よりは指導主事になり指導行政に携わり

たいと漠然と考えていましたので、指導主事

試験に挑戦することにしました。

当時の指導主事試験は非常に難しく、初回

は勿論その後続けて挑戦しても合格せず次第

に自分自身のふがいなさに腹が立ってきまし

た。その結果、気がついたら自ら勉強したい

という気持ちに変わっていました。塚越先生

にお願いして、毎週大学で行われた勉強会に

参加させていただいたり、野田校舎での合宿

に参加させていただいたりしました。そこで

多くの校長先生から様々なことを教えていた

だきました。振り返ってみますと、その頃一

生懸命勉強し、ご指導いただいたことが今で

も役に立っていることに、改めて感謝申し上

げる次第です。

同窓の活躍

私の選んだ道

東村山市教育委員会教育長 森 純
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結局、指導主事試験には５年挑戦しました

が、合格することはできず、教頭試験に切り

替えました。教頭試験は指導主事試験に比べ

出題数も少なく、競争倍率も低かったので、

一回で合格することができました。これは、

指導主事試験のために勉強していた成果だと

思いました。指導主事を諦めて就いた教頭職

ですが、教頭がいなければ学校が円滑に機能

しないということを実感できるやりがいのあ

る仕事でした。指導主事にならずに教頭にな

ったことは、私にとって結果的に良かったと

思っています。

そして、２年間校長を務めた後、教育庁人

事部で３年間管理主事として人事行政を経験

できたことも、東京都全体を見渡すことので

きる大変貴重な機会をいただいたと思ってい

ます。

また、現在の東村山市教育長の職をお引き

受けする時も、定年退職まで４年を残す私に

は極めて大きな決断となりました。教育長と

いう職務は重責であり、未知の世界に飛び込

んで自分に仕事が務まるだろうかという不安

もあり、引き受けるべきか大変迷いました。

色々と悩んだ末、苦労するであろうことは十

分に予想されましたが、それなりにやり甲斐

のある仕事であると考え、あえて困難な道を

選ぶことを決意した次第です。

現在勤務している東村山市の教育委員会事

務局（教育部）は大変大きな組織で、市役所

の他の部と比べても大きな部となります。学

校教育については、専門分野ですので、よく

わかっていたのですが、教育委員会事務局の

半分を占める社会教育分野については、ほと

んど関わっていなかった関係で戸惑いまし

た。特に地域や色々な団体との関わりが深く、

それを把握するのにかなりの時間がかかりま

した。

また、教育長就任以来、これまで色々なト

ラブルにも見舞われました。２年前は新型イ

ンフルエンザの流行による修学旅行のキャン

セル問題。また、昨年は大阪府の人事権移譲

により、教育長会でも人事権の問題が課題に

なりましたし、東京都の学力向上調査につい

ても課題が提起され、現在も協議継続中です。

今年に入っては、３月１１日の東日本大震災

を受けて、計画停電中の給食や授業、登下校

のあり方について早急な対応を迫られました

し、その後は、福島原子力発電所の事故によ

る校庭やプールへの放射汚染を心配する保護

者等への対応に追われ、いつになく忙しい状

況が続いています。

しかし、いつの時代でも課題はあるもので

す。子どもたちが明るく、元気に学校生活を

送り、豊かな人間性を育くんでいけるよう今

後も努力していきたいと思っています。

大学との連携

１ 教員採用試験対策講座 4年生直前コース

東京理科大学生涯学習センターの公開講座

｢4年生直前コース｣が 4月 24日からの毎日曜

日 6 回行われ、理窓教育会の先生方 15 名が約

60 名の学生を指導しました。

２ 工学部二部入学前集中講義

理窓教育会が工学部二部より依頼を受け

て、入学前の集中講義を行いました。

高校の選択科目の多様化や、大学の推薦入

試などの影響で、微分・積分や物理などの力

が不十分のまま、入学してくる学生が増えて

います。4 月 5 日、6 日､７日、8 日の４日間、

理窓教育会の会員が約 300 名の新入生に二次

関数から微分・積分まで、力学を中心とした

物理を演習形式で指導しました。アンケート

で「入学してやっていける自信がついた」等、

好評でした。

３ 第 2次試験対策講座

例年行なっている教員採用試験対策講座の

合宿が、大震災のため中止になりました。し

かし理科大生が苦手とする面接などの指導の

要望があり、7 月 17 日、24 日の 2 日間、理窓

教育会の先生方が指導しました。指導の成果

を期待します。

事務局より

１ 支部（支部長）との連絡窓口

教職課程指導室 小久保正己
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TEL 03－3260－4271 内線 2780 
FAX 03－3260－1776 

メール kokubo＠rs.kagu.tus.ac.jp
２ 一般の連絡窓口

①書面での連絡先

〒162－0825 新宿区神楽坂２－6－１

PORTA 神楽坂 7F 理窓会事務所内

東京理科大学理窓教育会 宛

②急ぎの連絡先

教職課程指導室 坂本功（総務理事）

TEL 03－3260－4271 内線 2780 
FAX 03－3260－1776 

メール isoskmt＠rs.kagu.tus.ac.jp

３ 理窓教育会ホームページ

「理窓教育会」と入力すると、開きます。

「東京理科大学理窓会」のホームページの中に

「理窓教育会」のものがあります。

ホームページアドレスは次の通りです。

http://risoukai.rikadai.jp/

４ 会費納入状況

下記の表の通りです。なお、平成 23年度は

７月４日現在の納入数です。

理窓教育会 支部別会費納入数

県名 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度 県名 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度

北海道 1 滋賀

青森 1 1 1 1 京都

岩手 7 4 4 5 大阪 2 2 2 1

宮城 12 4 12 1 兵庫 6 2

秋田 15 17 16 1 奈良

山形 1 1 1 和歌山

福島 鳥取 3 3 1 1

茨城 25 24 8 6 島根

栃木 岡山

群馬 1 1 1 広島 42 33 40 7

埼玉 42 40 45 38 山口 4 2 3

千葉 3 66 4 32 徳島

東京 54 60 43 38 香川 1 1 1 1

神奈川 33 9 14 12 愛媛

山梨 1 2 1 高知 2 1

長野 福岡 3 1 1 1

静岡 22 18 7 23 佐賀 1

愛知 1 1 2 2 長崎 1 1 1 1

岐阜 1 1 1 熊本

三重 1 2 1 大分

新潟 1 1 1 1 宮崎

富山 9.5 9 9 鹿児島 1 1 1 1

石川 沖縄

福井 小計 63 46 53 13

小計 229.5 258 173 163 合計 292.5 304 226 176


